
産業経済全体をデジタル化
双循環戦略で何が変わったのか

大
西
康
雄
特
任
フ
ェ
ロ
ー

フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ヌ
ー
調
査
員

合成生物学研究開発動向調査
豪印との連携のきっかけに 中国の基礎研究の強化、研究システム改革は成功するのか　日本も注目すべき

副センター長
白尾隆行

フェロー
松田侑奈

アジア・太平洋地域との科学技術協力の展望

進むＡＰＲＣの幅広い調査研究　　見えてきたイノベーション政策や研究開発動向

３
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
情
報
発
信

事業紹介

有
識
者
座
談
会

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
国
際
協
力
が
要
に
　
角
南

先
端
的
研
究
の
実
用
化
は
日
本
の
課
題
　
松
尾

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
科
学
技
術
外
交
の
方
針
転
換
　
松
本

国
際
連
携
で
の
人
材
育
成
と
頭
脳
循
環
が
重
要
　
白
石

ワ
ク
チ
ン
な
ど
基
盤
的
研
究
は
冗
長
性
必
要
　
松
本

東
南
ア
ジ
ア
は
日
本
の
研
究
に
大
き
な
期
待
　
角
南

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
課
題
は
ワ
ク
チ
ン
、環
境
問
題
　
松
尾

長
期
の
研
究
者
動
向
、Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の
テ
ー
マ
に
　
白
石

経
済
安
全
保
障
は
ト
ー
タ
ル
の
戦
略
で
進
め
る
　
松
尾

重
要
・
新
興
技
術
へ
の
協
力
で
健
全
な
発
展
を
　
松
本

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
だ
け
で
な
く
Ｊ
Ｓ
Ｔ
全
体
の
テ
ー
マ
　
白
石

今
後
高
ま
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
重
要
性
　
松
尾

調
査
研
究
な
ど
壮
大
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
　
松
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
が
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の
重
要
課
題
　
白
石

松本洋一郎氏 松尾泰樹氏白石隆氏角南篤氏

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
発
展
の
原
動
力
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（４）（５） 第３８６６号第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）３月２５日（金曜日）（週　刊）

　年５月、習近平政権の新しい
経済発展モデルとして双循環戦略が
発表された。双循環戦略（国内循環
ではサプライチェーン強化と国産技
術開発を重視し、国際循環を国内循
環に貢献させるというコンセプト）
は、中国やアジアの産業・技術にど
のような影響をもたらすのか。大西
フェローの問題提起に対して、各分
野の専門家が結集し、調査研究会が

設置され、昨年８月から月にかけ
て集中的に検討した。
　大西フェローは「双循環戦略は当
初想定された全面的なものではなく
経済安全保障強化の狙いがかなり強
いのではないかと思われます。ま
た、投資や貿易による発展途上国型
の発展戦略からイノベーションによ
る発展に転換することがはっきりし
た。米中貿易摩擦は続くが、デュア
ルユース技術以外については妥協で
きるのではないか、そうした認識の

もとで日本の立ち位置を再確認する
必要がある」と指摘する。実際、
年の米中貿易額は過去最大規模とな
っており、貿易構造は変わっていな
い。
　双循環戦略発表以降、中国規格を
国際標準にしようという技術国際化
戦略が提起されたが、中身を見ると
中国技術標準の８割を国際標準に合
わせることを目指している。これま
で国内産業保護傾向が強かった産業
政策も競争重視に転換してきた。

「デジタル技術を社会に実装してい
くスピードを速めて、産業経済全体
をデジタル化し、世界の先陣を切る
方向に変わった」（大西）
　対外政策では年に世界トップの
投資国になった。ＡＳＥＡＮに
社の企業が進出し、万人を現地雇
用している。スマホシェアでアップ
ルを抜くなど、ハイレベル製品にシ
フトしてきている。「アメリカのデ
カップリングへの対応は重視してい
るものの、ＡＳＥＡＮでは米中は正
面から対決していないため、双循環
戦略がＡＳＥＡＮにネガティブな影
響を与えることはないだろう」（大
西）
　調査研究会を構成する各専門家と
大西フェローが執筆する報告書は４
月中に公開される。

　これまでの中国研究の論文や著書
では「中国には基礎研究への投資が
ないからオリジナリティがない」と
結論づけているが、どこに原因があ
るだろうか。特に年に習近平氏
が主席になり、国家科学技術イノベ
ーション第次５カ年計画（～
年）策定以降、基礎研究の強化や研
究システム改革、評価システム改革
などに関する、様々な行政文書が出
されている。
　国際的に見ると中国の研究開発費
は年に日本を抜き、年時点では
米国に次ぐ世界第２位であり、３年
平均（～年）の論文数では世界

トップ、引用数が多いトップ％論
文、トップ１％論文でも世界第２位
となっている。一方、グローバル・
イノベーション・インデックス（世
界経済フォーラム）の国別ランキン
グでは位にとどまっている。
　白尾副センター長は「権威主義的
社会が原因とする説もあるが、必ず
しもそうとは言えない。こうした状
況がなぜ生まれたのかを明らかにし
たい」として、様々な行政文書の解
析や研究者へのインタビューを実施
している。
　目的は、基礎研究自体に過度の
応用を求め、これにより研究者がと

らわれすぎていることをこれまでの
行政文書で跡づけることである。
「応用指向の圧力の中でしか自分の
研究を発想できなくなっている。
もっと自由が必要ではないか」（白
尾）。松田フェローは「改革開放の
直後は経済を立て直すため、すぐ物
になる技術が重点に与えられてき
た。近年、基礎研究重視を打ち出し
ているものの、ＮＳＦＣ（国家自然
科学基金委員会、米国のＮＳＦに相
当）の申請サイトでも、ある程度社
会貢献ができる技術が望ましいと書
いてあるので、基礎研究といっても
捉え方が違うのではないか」と指摘

する。
　近年の改革では、論文数ではなく
代表的な論文の質を評価する方法
の導入、論文以外の評価指標の設
定、研究費配分でも実績ではなく
アイデアを評価すること、研究費の
使い勝手の改善などが行われてき
た。また論文の３分の１は中国のジ
ャーナルに出すことで、国内の研究
者同士が相互に高めあっていく構造
改革と同時に、国際ネットワークの
強化も進めている。
　中国はこれまで、欧米や日本のシ
ステムから様々なことを学び、競争
力を強化してきた。その経過と結果
を理解することは、中国との共同研
究だけでなく、日本の改革にも役立
つものになりそうだ。報告書は７月
にも出版するという。

　合成生物学は、生物学と工学原理
とを組み合わせ、生体システムやバ
イオファクトリーを設計する学際的
分野で、ゲノム編集技術CRISPR／
Cas9に代表されるように近年大きく
発展してきた。実際、食料生産、産
業プロセスの最適化、疾病の診断・
予防・治療など幅広い分野で応用さ
れており、その世界市場は医療分野
だけでも億万㌦であり、年

後には％成長すると予測されてい
る。
　ファム調査員は「新型コロナウイ
ルスのｍＲＮＡワクチンは合成生物
学の成果の一つ。他にも合成生物学
的手法により窒素固定微生物からで
きた土壌添加剤など、多くの成果が
実用化され、研究開発も進んでいま
すが、一方で、生物兵器への応用が
手軽に可能になるなどの安全保障や
倫理的な課題も指摘されています」
と話す。

　米中では、エマージングテクノロ
ジーとして合成生物学の研究開発が
急速に進んでいるが、アジア・太平
洋地域ではどうなっているのだろう
か。そこで、オーストラリアとイン
ドを対象に研究開発動向などを調査
した。
　オーストラリアでは、ＣＳＩＲＯ
（連邦科学産業研究機構）が年
に合成生物学未来科学プラットフォ
ームを立ち上げ、年８月にはロー
ドマップを公表した。また、豪州研

究会議ＣＯＥなどの取り組みを通じ
て、合成生物学への関心が高まって
いる。ＪＳＴでは、論文・特許デー
タを俯瞰し、タンパク質工学、代謝
ネットワーク、インフォマティクス
などでの優位性が確認された。中心
となる機関はメルボルン大学やＣＳ
ＩＲＯだ。またインドの動向も明ら
かになった。
　今回の調査では、豪印との比較と
して、中国の第次五カ年計画を受
けた地方都市の重点政策等について
も触れている。ファム調査員は「米
中と伍する研究開発には各国との協
力が必要です。３月日には、日本
とオーストラリアのトップ研究者に
よるワークショップを開催。今回の
調査結果を連携や共同研究のきっか
けにしてほしい」と話す。
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客観日本

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
と
の
間
で
の
科
学
技
術
協
力
を
支
え
る
基
盤
構
築
を
目

的
と
し
て
、
高
い
専
門
性
、
高
度
な
外
国
語
運
用
能
力
と
共
に
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
社
会
・
文
化
等
へ
の
深
い
造
詣
を
も
つ
フ
ェ
ロ

ー
を
中
心
に
同
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
、

研
究
開
発
動
向
、
関
連
す
る
経
済
・
社
会
状
況
に
つ
い
て
幅
広
く
情

報
を
収
集
し
、
今
日
的
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
重
点
的
な
調

査
・
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
相
互
理
解
を
促
進
す

る
た
め
、
３
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
営
し
、
最
新
の
研
究
開
発

動
向
な
ど
を
日
々
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
●
　Science Portal Asia Pacific

（
日
本
語
サ
イ
ト

ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
情
報
を
発
信
）

　
●
　Science Japan

（
英
語
サ
イ
ト

日
本
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
情
報
を
発
信
）

　
●
　

客
観
日
本
（
中
国
語
サ
イ
ト

日
本
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
情
報
を
発
信
）

　
加
え
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
交
流
推
進
と
し
て
、
有
識

者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
研
究
会
」
を
各
月
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
無
料
・
事
前
登
録
制
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
上
記
３
事
業
を
柱
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
日
本
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
、
活

発
で
透
明
性
の
高
い
活
動
と
確
か
な
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま

す
。
日
本
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
も
、
セ
ン
タ
ー
が
常
に
身
近
で
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
り

続
け
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻
く
世
界
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
主
要
国
は
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
ま
す
ま
す
多
く
の
資
源
を
投
入
し
て
お
り
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
れ
か
ら
の
世
界
の

発
展
に
果
た
す
役
割
も
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
気
候
変
動
、
感
染
症
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
へ
の
取
り
組

み
が
重
要
と
な
る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
と
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
型
発
展
に
よ
っ
て
、
特
に
ア
ジ
ア
で
は
新
興
国
が
台
頭
し
、

世
界
的
に
も
地
域
的
に
も
、
富
と
力
の
分
布
が
急
速
に
変
化
し

て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
研
究
開
発
費

の
４
割
近
く
を
占
め
、
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
論
文
数
の
飛
躍
的
増

加
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
的
な
中
心
の
一
つ
と
し
て
、
世
界
政
治
、
経
済
、
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
海
外
へ
の
留
学
生
の
減
少
、
科

学
技
術
研
究
競
争
力
の
低
下
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
制
約
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
安
定

し
た
民
主
主
義
国
家
と
し
て
、
ま
た
世
界
有
数
の
経
済
規
模
の
国
と
し
て
、
多
極
化
し
複
雑
化
す
る
国
際
社
会
の
中
で
い
か
な
る

役
割
を
果
た
す
か
、
期
待
と
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
、
国
内
事
情
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
変
革
（refashioning/transformation

）
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
＝Asia and Pacific Research Center

）
は
、
発
展
が
著
し
い
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
我
が
国
と
の
科
学

技
術
協
力
を
支
え
る
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
幅
広
い
分
野
の
調
査
研
究
・
情
報
発
信
・
交
流
推
進
に
関
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
と
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
と
の
交
流
と
相
互
理
解
の
促
進
に
寄
与
し
、
科
学
技
術
協
力
を
拡
大
深
化
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
特
集
に
お
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
発
足
か
ら
ま
も
な
く
１
年
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

や
科
学
技
術
外
交
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
有
識
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
座
談
会
形
式
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
重
要

性
や
日
本
の
役
割
等
に
つ
い
て
展
望
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
等
の
各
種
活
動
概
要
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。

アジア・太平洋総合研究センター

　松尾泰樹氏　内閣府科学技術・イノベーション推進事務局長
　松本洋一郎氏　外務省外務大臣科学技術顧問（外務省参与）
　白石隆氏　ＪＳＴアジア・太平洋総合研究センターセンター長

　角南篤氏　ＪＳＴアジア・太平洋総合研究センター上席フェロー

　
角
南
（
司
会
）
　
本
日
の
司
会
進
行
を
務
め
ま
す
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の

角
南
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
は
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
調
査
研
究
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発

信
、
研
究
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
交
流
推
進
を
３
本

柱
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
科
学
技
術
分
野
の
連
携
協

力
を
拡
大
・
深
化
し
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
基
盤
構

築
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
世
界
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
国
際

協
力
が
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
大
き
く
影
響

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
ご
出
席
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
、
日
本
と
し
て
ど
の
よ
う

な
展
望
を
持
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
お
話
か
ら
始
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
松
尾
様
か
ら
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
松
尾
　
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
で
は
、
科

学
技
術
基
本
法
を
、
科
学
技
術
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
人
文
・

社
会
科
学
も
入
れ
た
形
で
改
正
し
、
２
０
２
１
年
４
月
、
新
た
に

第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
自
然
科
学
系
だ

け
で
は
な
く
、
人
文
・
社
会
科
学
を
加
え
た
地
政
学
的
な
こ
と
も

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
地
政
学
的
な
変
化

の
中
で
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
国
家
間
の
覇
権
争
い
の

中
核
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
先
端
的
な
基
礎
研
究
、
そ
の
成

果
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
国
家
の
重
要
課
題
で
す
。
ま
た
、
こ
の

２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
状
況
で
す
が
、
感
染
症
の
世
界

的
な
流
行
、
国
際
的
な
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
甚
大
化
す
る
大

規
模
な
自
然
災
害
な
ど
、一
国
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
が
増
え
、

国
を
越
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
世
界
の
人
口
の
約
６
割
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
４
割

を
占
め
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
、い
ま
非
常
に
重
要
な
地
域
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
た
な
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
基
本
計
画
で
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
日
本
は
技
術
優
位
国
で
し
た
が
、ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
、

科
学
技
術
力
も
非
常
に
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
ど
う
対
等
に

付
き
合
っ
て
い
く
の
か
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
角
南
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
、
国
を
越
え
た
協
調
が
大
き
な
テ

ー
マ
に
な
る
と
い
う
こ
と
や
地
政
学
的
な
観
点
も
入
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
お
話
で
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
交
流
だ
け
で
は
な
く

戦
略
性
を
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
交
政
策
と
の
連
携

も
重
要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
松
本

様
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
松
本
　
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
科
学
技
術
外
交
が
重
要
に
な

っ
て
き
て
、
そ
れ
を
国
際
戦
略
と
し
て
持
つ
こ
と
が
極
め
て
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
お
ら
れ

る
白
石
セ
ン
タ
ー
長
が
２
０
１
４
年
に
外
務
省
で
「
科
学
技
術
外

交
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
科
学
技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の

対
応
と
外
交
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
外
交

上
重
要
性
の
高
い
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
・
地
域
と
新
興
国
も
含
め
て

協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
科
学
技
術
外
交
と
併
せ
て
日

本
企
業
の
海
外
進
出
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
な
ど
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
育
成
協
力
を
強
化
し
、
次
世
代
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
る
こ
と
や
、
科
学
技
術
人
材
を
、
民

間
交
流
を
通
じ
た
外
交
活
動
に
活
用
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
外
務
省
に
外
務
大
臣
科
学
技
術

顧
問
と
い
う
も
の
が
置
か
れ
、
初
代
顧
問
の
岸
輝
雄
先
生
（
物
質

・
材
料
研
究
機
構
名
誉
理
事
長
）
か
ら
２
０
２
０
年
に
私
が
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
直
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き

ま
し
て
、
科
学
技
術
外
交
を
ど
う
方
針
転
換
す
べ
き
な
の
か
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
科
学
技
術
と
安
全
保
障
の
連
関
を
ど
う
考
え
る
の

か
。
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
が
科
学
技
術
顧
問
だ
け
で
で
き

る
話
で
は
な
く
、
各
省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
一
体
的
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
般
の
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ

ト
等
に
向
け
た
発
信
と
し
て
、地
球
の
健
康（Planetary health

）

の
観
点
か
ら
食
料
シ
ス
テ
ム
転
換
の
た
め
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
つ
い
て
も
議
論

し
、
こ
こ
で
は
効
率
的
な
デ
ー
タ
の
集
め
方
・
機
械
学
習
の
あ
り

方
を
き
ち
ん
と
数
学
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
方
向
で
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
優
れ
た
科

学
技
術
力
が
あ
っ
て
こ
そ
科
学
技
術
外
交
が
推
進
で
き
る
の
で
、

ど
う
い
う
科
学
技
術
を
政
策
と
し
て
日
本
で
醸
成
し
て
い
く
の

か
、
ど
こ
を
伸
ば
し
、
基
盤
を
ど
う
増
強
し
、
効
率
の
良
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
起
こ
し
方
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
な
ど
議
論
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
や
は
り
人
へ
の
投
資
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
は
１
組
織
の
中
に
入
っ
て
ず
っ
と
い
る
傾
向

が
強
い
で
す
が
、
世
界
を
見
る
と
有
為
な
人
材
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
頻
繁
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
基
準
で
の
人
材
流
動
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
し

た
人
材
循
環
の
た
め
の
拠
点
整
備
や
、
海
外
に
渡
っ
て
の
国
際
共

同
研
究
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
重
要
性
、
さ
ら
に
優
秀
な
海
外

人
材
を
日
本
に
呼
び
込
み
・
定
着
さ
せ
る
た
め
の
環
境
整
備
の
必

要
性
等
が
指
摘
さ
れ
、
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化
と
そ
の
た
め

の
関
係
国
・
機
関
と
の
連
携
強
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
議
論
し

ま
し
た
。

　
角
南
　
い
ま
お
二
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
示
唆
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
白
石
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
い
う
特

性
も
踏
ま
え
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
白
石
　
文
科
省
直
轄
の
国
立
試
験
研
究
機
関
で
あ
る
科
学
技
術

・
学
術
政
策
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が
分
析
し
た
２
０
０
０

年
と
２
０
１
０
年
の
ト
ッ
プ

％
の
論
文
マ
ッ
プ
な
ど
で
も
、
中

国
が
急
速
に
伸
び
て
い
て
よ
く
話
題
に
な
る
の
で
す
が
、
実
は
イ

ン
ド
も
ブ
ラ
ジ
ル
も
伸
び
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
２
０
３
０
年
、

２
０
４
０
年
ぐ
ら
い
先
を
見
通
せ
ば
、
も
っ
と
大
き
な
変
化
が
起

き
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
、
こ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
は
、
趨
勢
的

に
少
し
長
期
の
観
点
か
ら
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
は
２
０
４
０
年
代
で
も
経
済
規
模
で
は
世
界
で
４
位
と

か
５
位
く
ら
い
に
は
い
る
で
し
ょ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
イ

ン
ド
あ
た
り
と
の
差
は
随
分
開
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

中
、
日
本
は
国
際
連
携
を
世
界
的
に
も
、
こ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
で
も
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
。
私
は
二
つ
ほ
ど
大
変
重
要

な
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
松
本
先
生
が
言
わ
れ
た
人
材
育
成
、
そ
れ
か
ら
頭
脳

循
環
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
他
国
政
府
の
長
期
計
画
な
ど
で
は
、
そ
の
あ

た
り
の
こ
と
が
常
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
と

し
て
も
、
こ
う
し
た
人
材
育
成
や
人
材
交
流
の
分
野
で
、
協
力
で

き
る
仕
事
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
の
人
と
話
し
て
痛
感
す
る

の
は
、
４
Ｇ
、
５
Ｇ
の
組
み
合
わ
せ
で
通
信
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て

ク
ラ
ウ
ド
が
で
き
、
さ
ら
に
自
動
化
が
進
む
と
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
研
究
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
途
上
国
、
新
興
国
は
先
進
国
に
も
中
国
に
も
依
存
し
た
く

な
い
と
い
う
。
で
は
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
と
、
一
つ
の
シ
ス
テ

ム
を
い
ろ
い
ろ
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
取
り
込
ん
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
し
て
い
く
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
。
そ
う
な
る
と
、
研
究

投
資
の
や
り
方
、
市
場
と
の
距
離
を
考
え
て
、
そ
れ
な
り
に
自
律

的
な
基
盤
を
つ
く
る
の
に
ど
う
す
る
か
、
市
場
と
国
の
役
割
を
ど

う
考
え
る
か
、
そ
れ
と
の
関
係
で
投
資
を
ど
う
す
る
か
、
い
ろ
い

ろ
考
え
て
こ
ち
ら
に
も
聞
い
て
く
る
わ
け
で
、
教
え
る
と
い
う
よ

り
互
い
に
ど
う
す
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
と
し
て
も
大
い

に
意
味
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
角
南
　
で
は
、
最
後
に
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
へ
の
期
待
を
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
て
、
白
石
セ
ン
タ
ー
長
に
締
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
松
尾
様
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
松
尾
　
ア
フ
タ
ー
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
、
自
然

災
害
や
環
境
の
問
題
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
の
世
界
的
な
地
位
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
に
は
、
こ
の
地
域
へ
の
情
報
の
発
信
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
、
状
況
把
握
・
分
析
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
我
々

政
策
側
か
ら
も
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
々
は
経
済

安
全
保
障
や
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
面
か
ら
、
人
の
交
流

を
い
ろ
い
ろ
な
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
う
ま
く
政
策
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。特
に
、Ｊ
Ｓ
Ｔ
は
大
学
の

兆
円
基
金
や
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
、

経
済
安
全
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
様
々
な
フ
ァ
ン
ド
を
国
か
ら
受

け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
行
う
た
め
の
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
の
中
で
の
調
査
分
析
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
角
南
　
で
は
松
本
先
生
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
松
本
　
や
は
り
日
本
に
欲
し
い
の
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
ス

モ
ー
ル
ス
ケ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
全
体
を
つ
な
い
だ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
の
構
造
を
き
ち
ん
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
で
き
る
か
で
す
。
仕
事
を
自
分
の
領
域
で
や
っ
て
い
る
の

は
楽
し
い
で
す
が
、
領
域
を
越
え
て
ど
う
隣
と
つ
な
が
る
か
は
、

あ
る
種
の
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
技

術
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き

な
の
か
を
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
国
・
地
域
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
公
表
し
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
最
終
的
に
科
学
技
術
外
交
に

も
使
え
ま
す
し
、
科
学
技
術
政
策
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
も
役
立
ち
ま
す
。
そ
う
い
う
壮
大
な
シ
ン
ク
タ
ン

ク
機
能
を
ぜ
ひ
果
た
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

年
ほ
ど
前
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が

向
上
し
て
い
る
理
由
を
調
べ
た
の
で
す
が
、
分
か
っ
た
こ
と
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
強
さ
の
要
因
は
人
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
循
環

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
大
学
人
は
大
学
人
だ
け
で
終
わ

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
あ
る
人
が
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
持
っ

て
動
い
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
自
国
で
全
て
を

ま
か
な
え
な
い
の
で
、
周
り
の
国
・
地
域
と
調
和
し
て
う
ま
く
自

分
の
立
ち
位
置
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
は
日
本
の

言
葉
で
言
う
と
庭
園
に
景
観
を
取
り
入
れ
る
「
借
景
（
し
ゃ
っ
け

い
）
」
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
い
か
に
ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
の
関
係
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
築
い
て
う
ま
く
つ
な
い

で
い
く
か
。
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

の
形
に
落
ち
着
く
の
か
な
と
、
い
ま
科
学
技
術
顧
問
を
や
り
な
が

ら
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
角
南
　
非
常
に
面
白
い
お
話
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
借

景
と
し
て
我
々
は
科
学
技
術
を
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
最
後
に
白
石
セ
ン
タ
ー
長
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
白
石
　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
間
違
い
な
く
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
組
織
を
見

ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
こ
に
誰
が
い
る
か
が
重
要
で
、
か
つ
て
す

ば
ら
し
か
っ
た
研
究
機
関
が

年
も
す
る
と
全
く
駄
目
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
が
研
究
の
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
界
的
に
見
た
時
、
あ
る
分
野
で
ど
う
い
う
研
究
者

が
中
心
的
研
究
者
と
な
っ
て
い
る
か
、
国
際
的
に
ど
ん
な
連
携
を

し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
研
究
者
が
こ
れ
か
ら
中
心
的
研
究
者
と
し

て
登
場
し
て
き
そ
う
か
、
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
、
量
子
研
究
分
野
を

例
に
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
継
続
的
に

年
く
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
分
析
を
や
れ
ば
、
か
な
り
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
、
か
な
り

の
程
度
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、
き
ち
ん

と
課
題
を
明
示
す
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
取
り
な
が
ら
、
常
に

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
何
か
を
考
え
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
角
南
　
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
は
皆
様
に
と
っ
て
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
方
々
に
と
っ
て
も
、
常
に
身
近
で
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
り

続
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
座
談
会
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
角
南
　
さ
き
ほ
ど
か
ら
お
話
の
中
で
、
経
済
安
全
保
障
に
関
す

る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
科
学
技
術
政
策
と
の
関
係

で
、
次
は
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
松
尾
　
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
岸
田
政
権
も
極
め
て
重
要

視
し
て
い
ま
す
。
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計

画
で
は
、
総
合
的
な
経
済
安
全
保
障
と
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
を
大
き
な
柱
と
し
て
打
ち
出
し
て
お
り
、
「
知
る
」

「
守
る
」
「
生
か
す
」
「
育
て
る
」
と
い
う
４
つ
を
、
し
っ
か
り

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
守
る
」
で
は
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
サ
イ

エ
ン
ス
を
基
本
と
し
て
、
研
究
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
研

究
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
と
国
の
規
制
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
関
係
な
の
で
バ
ラ
ン
ス
と

舵
取
り
が
難
し
い
。
何
を
日
本
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
か
、
何
が
世
界
に
不
可
欠
か
考
え
な
が
ら
、
日
本
の
勝
ち

筋
を
見
い
だ
す
た
め
政
府
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
今
回
予
算
化
し
た
経
済
安
全
保
障
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
勝

ち
筋
、
守
る
べ
き
も
の
を
真
に
見
つ
け
、
各
分
野
の
戦
略
で
は
な

く
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
横
串
の
戦
略
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、若
手
研
究
者
の
交
流
は
草
の
根
的
に
や
る
必
要
は
あ
り
、

相
手
を
理
解
し
信
頼
し
た
上
で
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
の
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
角
南
　
松
本
先
生
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
松
本
　
昨
年
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
技
術
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
ク
ア
ッ
ド
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ

日
米
豪
印
の
連
携
・
協
力
）
に

お
け
る
科
学
技
術
協
力
に
つ
い
て
、
米
豪
印
の
科
学
技
術
顧
問
た

ち
と
議
論
し
ま
し
た
。

　
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
重
要
な
技
術
、
ま
た
新
興
技
術
に
対
す

る
協
力
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
人
材
育
成
で

は
ア
メ
リ
カ
が
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
行
き
来
す
る
シ
ス
テ
ム

を
議
論
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
と
い
う
こ
と
を
私
は
話
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
、
新
興
技
術
に
つ
い
て
は
自
由
で
民
主
主
義
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
、ま
た
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
人
間
中
心
性
や
、
包
摂
性
を
有
し
た
も
の
で
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
つ
ま
り
み
ん
な
が
理
解

し
て
納
得
す
る
や
り
方
で
動
か
し
て
い
く
こ
と
、
そ
う
い
う
価
値

観
を
共
有
す
る
国
で
科
学
技
術
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と
が

重
要
な
の
で
連
携
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　
角
南
　
白
石
セ
ン
タ
ー
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
白
石
　
新
興
技
術
と
い
う
お
話
が
出
ま
し
た
が
、
冷
戦
の
時
代

に
は
対
共
産
圏
輸
出
統
制
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
や
対
中
国
輸

出
統
制
委
員
会
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
な
ど
が
あ
り
、
原
子
力
、

化
学
兵
器
、
生
物
兵
器
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
上
、
材
料
や

技
術
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
今
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
新
興
技
術
に
な
っ
て
エ
ン
ド
ユ
ー
ス
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
の

産
業
あ
る
い
は
安
全
保
障
を
考
え
る
と
、
こ
の
分
野
に
投
資
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
民
主
主
義
国
で
は
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が

原
則
で
、
あ
る
技
術
レ
ベ
ル
よ
り
上
の
と
こ
ろ
を
コ
ン
フ
ィ
デ
ン

シ
ャ
ル
・
リ
サ
ー
チ
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
も
、
な
か

な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
が
現
状
で
、
こ
の
数
年
の
ア
メ
リ
カ
の
事

例
を
見
て
も
、
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
に
載
る
企
業
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
お
り
、
明
ら
か
に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
縛
り
、
も
う
一
つ

の
手
段
と
し
て
半
導
体
な
ど
の
基
盤
技
術
を
押
さ
え
る
、同
時
に
、

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
サ
ー
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を
強
化
し
て
い

る
。
日
本
も
同
じ
方
向
に
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
ワ
シ
ン
ト
ン
で
こ
う
い
う
課
題
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
と

話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
を
挙
げ
、
日
本
の
強
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
一
緒
に
や
り
た

い
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
こ
と
を
よ
く
調
べ
て

い
る
と
感
心
し
た
一
方
、
こ
ち
ら
も
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｃ
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
実
施
主
体
を
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
的
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
だ
け
で

は
な
く
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
自
体
が
非
常
に
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
松
尾
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
言
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
や
健
康
医
療
、

環
境
問
題
、
こ
れ
が
一
番
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
ー
ツ
の
研
究
が
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ワ
ク
チ
ン
実
現
の
方
向
に
向
か
え
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
か
、
い
ま
政
府
の
中
で
も
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
に
お
け
る
気
象
研
究
に
つ
い
て
は
、
ス
パ
コ
ン
の

「
京
」
や
「
富
岳
」
な
ど
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
日
本
の
気
象
予

測
と
い
う
の
は
相
当
正
確
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
中
で
も
２
兆
円
基
金

を
つ
く
っ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
で
研
究
開
発
事
業
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

ど
う
今
度
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
全
体
で
展
開
し
て
い
く
の
か
が
大

き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
人
口
が
増
え
て
地
位
が
上
が
る
一
方
、

日
本
は
人
口
が
減
っ
て
地
位
が
相
対
的
に
下
が
る
が
、
技
術
等
で

優
位
な
地
位
に
あ
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
が
日
本
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
頭
脳
循
環
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
と
う
ま
く

コ
ラ
ボ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。国
家
間
の
安
定
的
な
関
係
、

あ
る
い
は
様
々
な
標
準
を
策
定
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
は
健
康
・
高
齢
化
で
は
課
題
先
進
国
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
モ
デ
ル
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
し

っ
か
り
と
提
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
５
Ｇ
や
６

Ｇ
（
第
６
世
代
移
動
通
信
）
、
量
子
技
術
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国

と
し
て
協
調
と
競
争
と
戦
略
性
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
し
か

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
角
南
　
白
石
セ
ン
タ
ー
長
、
い
ま
の
お
二
人
の
話
を
受
け
て
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
白
石
　
観
点
は
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ

て
い
る
の
は
量
子
技
術
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
た
研
究
者
の
動

向
分
析
で
す
。ど
う
い
う
国
で
、ど
う
い
う
研
究
者
が
い
る
の
か
、

ど
う
い
う
国
際
連
携
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
長
期
ス
パ

ン
で
調
査
研
究
し
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
、

科
学
技
術
政
策
で
言
う
「
守
る
」
「
育
て
る
」
な
ど
に
つ
な
が
る

こ
と
で
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
で
や
る
価
値
は
大
い
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
、
企
業
経
営
者
は
予
見
可
能
性
を
重
視
す
る
わ
け
で

国
の
政
策
や
市
場
の
状
況
を
見
て
研
究
開
発
投
資
を
行
い
ま
す
。

い
く
ら
い
い
技
術
に
投
資
し
て
も
国
際
的
な
市
場
の
ル
ー
ル
形

成
、
市
場
形
成
、
研
究
支
援
に
お
け
る
国
の
役
割
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
わ
け
で
、
国
と
し
て
は
相
当
長
期
の
国
際
動
向
を
的
確
に

見
通
し
た
上
で
企
業
の
投
資
動
向
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
れ
も
科
学
技
術
政
策
の
重
要
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
萩
生
田
光
一
経
済
産
業
大
臣
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
協

力
関
係
を
結
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
大
転
換
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
内
燃
機

関
が
悪
い
の
で
は
な
い
、
ｅ
―
ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
を
作
れ
ば
よ
い
の
だ
と

い
う
の
で
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
う

い
う
動
向
を
的
確
に
理
解
し
共
有
し
て
お
く
こ
と
も
セ
ン
タ
ー
の

一
つ
の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
角
南
　
皆
さ
ま
か
ら
は
幾
つ
か
重
要
な
課
題
が
提
示
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、次
に
ア
フ
タ
ー
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

時
代
へ
向
け
、
日
本
が
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、
い
ま

ど
う
議
論
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
松
本
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
松
本
　
い
ま
日
本
は
科
学
技
術
の
危
機
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

超
党
派
議
員
レ
ベ
ル
で
話
し
合
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
科
学
技
術

力
そ
の
も
の
の
再
興
が
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
使
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
た
め
の
基
礎
研
究
を
し
て

い
た
研
究
者
は
日
本
で
も
い
て
、
あ
る
種
の
ワ
ク
チ
ン
を
作
ろ
う

と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
素
早
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
と
、
や
は

り
基
盤
的
研
究
に
つ
い
て
は
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
冗
長
性
）
を
持

た
せ
て
進
め
て
お
く
環
境
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ウ
ー
ダ
（
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
精

神
で
、
状
況
に
応
じ
て
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
も
素
早
く
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
ワ
ク
チ
ン
を
研
究
し
て
お
き
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
起
き
た
ら
そ
れ
を
一
気
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
は
、
本
当
に
危
機
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な

く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
大
規
模
な
洪
水
が
起
き
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ

で
は
巨
大
竜
巻
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

大
変
な
気
候
変
動
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
そ
の
対
応
が
急
務
で
す
。

そ
の
た
め
、
気
候
変
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
予
測
す
る
よ

う
な
研
究
を
、
国
家
基
盤
技
術
と
し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

い
う
議
論
も
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
日
本
は
精
密
な
気
象
予
測
が

で
き
る
技
術
や
リ
ソ
ー
ス
を
有
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
合
わ
せ
て
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
気
象
予
測
を
す
る
上
で
重
要
で
す
が
、
こ
う
し
た
技
術
は

日
本
が
も
っ
て
い
る
強
み
で
も
あ
り
、
今
後
も
強
化
し
、
ア
カ
デ

ミ
ア
と
関
係
省
庁
等
が
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
角
南
　
昨
年
の
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
ま
た
、
太
平
洋
島

嶼
国
の
方
々
か
ら
気
候
変
動
研
究
の
日
本
に
対
す
る
期
待
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
で
す
し
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
日
本
へ
の
期
待

が
大
き
い
の
で
、
大
事
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
、

第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
を
推
進
さ
れ
て

い
く
中
で
ど
う
進
め
る
の
か
、
松
尾
様
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。


